
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

事故後、直ちに関係者全員で安全ミーティングを行い、下記事項を徹底し、再発防止に努めた。
・工事用車両を移動等させる際には、必ず合図者の配置のもとに行うこととし、運転手は合図者の指
示のもと操作を行う。
・運転者は周囲を十分確認しながら運転し、特に後進時には慎重に運転する。
・工事用車両移動時に接触する等の恐れがある物件には、現場状況に合わせで注意喚起表示を施
す。

事故状況図

改善状況図

令和４年　１０月　３１日（水曜日）　14時40分

歩行者用灯器の破損

　既設構造物の取り壊し作業時において、バックホウを移動した際、バックホウアームが交通信号機の
歩行者用灯器部分に接触し、歩行者用灯器を破損させたもの。

・バックホウ運転者が被災した信号灯器に対する注意が十分でなかったこと。
・合図者の指示なしに後進したこと。

道路改良工事に伴う既設側溝の取壊し

安全ミーティング 近接物の注意喚起

BHアーム接

触

BH後退時


